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論文内容の要 ヒ。目
本研究では、ハイテク・クラスター形成・発展のプロセスを説明することを目的としている。具
体的には、本研究ではテキサス州オースティンにおけるソフトウエア・クラスターの形成・発展に
至るまでの60年にわたるプロセスを辿り、「なぜ大学と役所の街であったオースティンが短期間の
うちに米国を代表するソフトウエア産業クラスターに成長したのか」という問いに答えることが目
指された。そこでは単なる偶発性や英雄史観に基づいた単線的ストーリーではなく、複数の主体聞
が交錯し試行錯誤する中で、彼らがどのような仕組みゃ環境を作り、その結果としてどのような帰
結が生み出され、それがまたどのような他者の行為を引出したかという、「行為の連鎖」としてそ
のプロセスを解釈していくこと、また行為の連鎖の中で主体は L 、かなる学習をし、いかに知識を活
用していったのかといった点に焦点を当てオースティンの急成長とその原因を考察することが目指
された。
第 l 章では、事例研究に先立ち、既存のクラスター研究、とりわけクラスター形成に焦点をあて
た研究のレビューが行われた。そこでは、クラスター発生の偶発性を強調する進化経済学の中から
偶発性だけでは説明がつかないことを指摘する研究が出始めていること、またハイテク産業のクラ
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スター形成は、製造業を念頭にし作られた外部経済性や集積効果を強調する既存の産業集積論で指
摘されているものとは異なるロジックが働いている可能性が高いこと、特に「スピンオフ」がクラ
スター形成を解明するカギとなる現象であることなどが指摘された。
第 2 、 3 章では、オースティンの地域振興の歴史が概観された。 1980年代初期までのオースティ
ンでは、大学発ベンチャーで軍需企業でもあるトラコア社とそこからのスピンオフが主要企業であっ
た。しかし商工会議所の熱心な企業誘致によって IBM、 TI などの大企業の誘致も進展したが、当
初そのほとんどは生産工場であり、しかも企業聞の交流はなかった。その後、 1983年の MCC と
1987年の SEMATECH の誘致、テキサス大学における CTDT 設立に見られるように、オースティ
ンでは「科学知識の商業化」による地域振興(テクノポリス・モデル)が試みられたが、その成果
は限定的であった。
1980年代後半に発生した不況を機に、オースティンの産業振興は大きな見直しがなされ、シーズ
ではなく「事業化段階にある企業家」を支援・育成する「アントレプレナー・モデル」に転換した。
具体的にはテキサス大学オースティン校 IC 2 を中心に、インキュベーターである ATI、資金調達
のためのネットワークである TCN、そしてソフトウエア産業の協議会である ASC を作った。こ
れら仕組みは地域の自治体、民間企業、商工会議所などが資金を出し合うことによって可能になっ
た。 ATI を中心とする試みは一定の成功をおさめ、全米から注目されるモデルとして注目を浴び
ることになっ 7こ。
第 4 章では、オースティンの主要産業の一角をなすソフトウエア産業の創成期について概観され
た。テキサス大学オースティン校には1960年代からコンビュータ・サイエンス学部やそこからのス
ピンオフが存在し人材や知識の蓄積はあったものの、十分な雇用がなかったため、多くの学生は他
地域に流出していた。オースティンのソフトウエア産業にとって1983年の MCC の誘致によって大
量のソフトウエア・エンジニアがオースティンに流入し、一つの転換点になるはずだったが、
MCC はもともと開発された技術の商業化を意図しておらず、そこからの技術移転やスピンオフは
思うような成果を残せなかった。他方、オースティンのソフトウエア産業の発展において大企業が
人材育成や集積といった点から大きな役割を果たしており、とりわけ IBM の AIX プロジェクト
は多数のスピンオフを生み出し、オースティンのソフトウエア産業の離陸を確実なものにしたチボ
リ・システムズの母体となった。
第 5 章では、 1989年に IBM からスピンオフしたチボリ・システムズに焦点をあて、そこから生
み出されてきたスピンオフの連鎖を、経営者のキャリア・ヒストリー分析を通じて明らかにした。
チボリ・システムズは IBM の AIX プロジェクトに携わっていた 4 人の IBM 従業員によって設立
され、カリフォルニアとテキサスの VC の支援を受けた。チボリは短期間で著しい成長をみせ1995
年には IPO を果たし、チボリの成功は若い創造的なソフトウエア・エンジニアや VC をオースティ
ンに引き付けた。しかし 1996年にチボリは IBM に買収されたのを機に、チボリの設立期の社員の
ほとんどがチボリを辞め、そのうちの何人かはスピンオフをした。チボリからのスピンオフの多く
は M&A による出口戦略に成功し、さらに成功した企業家は VC や企業支援者として企業家支援
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の側に回り、オースティンに一つの実践共同体を形成した。さらにチボリからのスピンオフには地
域内外から優秀な人材が集まり企業者同士の出会いの「場」となり、そこで培われた人脈がさらな
るスピンオフの源泉となった。
第 6 章ではさらに、スピンオフ連鎖とクラスター形成において、生涯のうち複数の会社を立ち上
げた経験を持つ「シリアル・アントレプレナー」が大きな役割をはたしていたことが示された。ま
たスピンオフの多くは起業経験者と起業初心者のセットで始められていることから、起業のプロセ
スで経験共有学習・ルーティンの伝承が行われ、これがオースティンにおける活発なスピンオフの
連鎖をもたらし、同時にそれを加速化したと思われる O また創業者にならずに新企業の経営陣に名
を連ねるシリアル・ダイレクターをチボリもシリアル・アントレプレナーを補完する存在として不
可欠であることも示された。さらにチボリ出身のシリアル・アントレプレナーや、シリアル・ダイ
レクターが経営陣に参加しているベンチャーの大半 (8 割)が買収という出口戦略に成功している
ことも明らかになった。以上のような事象の考察から、社会における稀少資源である起業能力を効
率的に活用し最大限に生かすためには、このような「シリアル・アントレプレナー」と「シリアル・
ダイレクター」による「能力の分業」は効果的であり、地域の活発な起業を支える一つのメカニズ
ムであることが示された。
第 7 章ではクラスター形成における支援産業(エコノミー 2 )の役割が検証された。オースティ
ンには早期から VC、弁護士事務所、会計士事務所は存在していたが、オースティンの企業家を支
援することは少なかった。しかしチボリ・システムズの上場を機に、テキサス州内のみならずカリ
フォルニアなど他州から多数の VC、弁護士事務所がオースティンに流入し、それを受けてオース
ティン内の VC もオースティンの企業への投資を開始し、やがてオースティン内部からも VC が生
み出されるようになった。弁護士事務所についてみると、カリフォルニアの弁護士事務所がオース
ティンの起業家の IPO、特許などを支援した。会計士事務所は早期からオースティンに起業文化
を根付かせる教育・啓発活動を続けていた。以上より、支援産業(エコノミー 2 )を十羽一絡げで
論じるのではなく、政策志向エコノミ -2 と利益追求志向エコノミ -2 を分けて考える必要がある
こと、クラスターの形成にとって利益追求型エコノミー 2 は必ずしも必要条件ではなく、むしろク
ラスター形成の触媒的な役割を果たすことが示された。
第 8 章では、クラスター形成における大学の役割が論じられた。特に大学を取り囲む周辺環境は
大学の産学連携活動にどのような影響を及ぼすのかについての議論があるが、これを明らかにする
ために対照的な環境下にあるテキサス州内の 2 つの州立大学、テキサス大学オースティン校とテキ
サス A&M 大学の産学連携活動を比較分析した。テキサス大学オースティン校は、多数の企業家
人材を輩出し、またスピンオフも生み出してきた。しかしもともとアカデミック志向が強く、ベン
チャーや起業に関して無関心であった時代が長く続いた。起業意欲のある研究者、知識、そしてス
ピンオフも生じていたが、大学はそれに関与することを拒否してきた。
これに対し、テキサス A&M 大学周辺のビジネス環境は恵まれたものとは言えなかったが、 1982
年に州政府に働きかけ INVENT という産学連携プログラムを開始した。これに影響を受けてテキ
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サス大学オースティン校でも CTDT という組織を設置した。ところが両大学のプログラムとも学
内からの強い抵抗を受け頓挫した。このような組織と大学本部との聞には、「大学が技術移転に関
わることに対する価値観の衝突」がその原因であった。しかしその後、 A&M 大学では INVENT
の元従業員がリーダーシップをとり技術移転機関 (TLO) を設立し、それを全米を代表する技術
移転機関へと成長させていった。また A&M は TLO を軸に集権的な産学連携体制を確立し、大学
が地域を牽引する体制を作り上げていった。他方、テキサス大学オースティン校は、他地域から流
入した研究者や成長著しいオースティンのビジネス界からの圧力を受けて、これまでのアカデミッ
ク重視の態度を変容せざるを得なくなり、 2000年ごろから産学連携にも力をいれ始めた。こうして
オースティンのオールド・エコノミーの象徴であった大学が産学連携に対する態度を変容させたこ
とによって、オースティンにおけるトリプル・ヘリックス体制が動き出した。
以上のように、本研究ではハイテク・クラスター形成が出現するまでの60年にわたる長期間にわ
たって一つの地域の中で生じた様々な分野で見受けられた産業振興の試みを辿ってきた。クラスター
出現のプロセスを少数の要素だけに帰結させることは困難であるが、あえてそれを抽出するとすれ
ば、①成長イデオロギーの共有と浸透、②分散された分野からの絶えざるイニシアティブの出現と
存在、③ネットワークの開放性と寛容性、の 3 点が挙げられると思われる。つまり成長イデオロギー
を共有しつつも、ローカル・イニシアティブをもっ異なる分野に属する異なる主体が、緩く連結さ
れCloose coupled)、地域として一つの分散システムのように動いていた。緩い連結であったこと
によって、特定の活動が断絶された後でも他の分野では継続された。他方、分散システムであるこ
とによって、地域全体として過度な慣性が抑えられ、柔軟な適応・柔軟な戦略転換が可能であった
と思われる。またこれら取り組みの中で様々なタイプの学習が行われ、地域の中に効率的な知識を
普及・活用する仕組みが形成されたことが、クラスター形成を加速化させた要因であったと思われ
る。
論文審査結果の要旨
本研究は、米国テキサス州オースティンにおけるソフトウェア産業クラスターが形成されて急成
長してきたプロセスとそのロジックを究明することを目的とする。まず第 1 章では産業クラスター
形成に関する既存研究をレビューする。第 2 章から第 4 章ではオースティンにおける地域振興の歴
史およびソフトウェア産業の創生期について概観する。第 5 章ではチボリ・システムズ社を中心に
起こったスピンオフの連鎖現象を記述し、第 6 章ではその具体的な内容としてシリアル・アントレ
プレナーとシリアル・ディレクターとの能力分業および彼らのネットワークによる知識継承と共同
創業の様子を考察する。第 7 章と第 8 章では支援産業と大学の果たした役割を考察し、第 9 章では
結論を提示する。
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本研究は、ハイテク産業クラスターの形成過程は従来の製造業中心の産業集積論とは異なるロジッ
クで説明される必要があり、特にスピンオフ現象がそれを解明するカギであるとみて、オースティ
ンのソフトウェア産業におけるスピンオフ現象とそれを生じさせた環境形成の過程を歴史的に考察
する。その結果、オースティンにおけるクラスター形成の歴史を 4 つの時期に分ける。第 1 期は、
IBM や TI のようなハイテク大企業を誘致した「誘致モデル」の時期C1960~1982) である。第 2
期は、地域の様々なアクターの協力によって新しい科学技術の商業化に積極的に取り組んだ「テク
ノポリス・モデル」の時期 (1983~ 1989) である。第 3 期は、起業促進のための様々な仕組みが形
成されシリアル・アントレプレナーたちによるスピンオフ連鎖などが起こる「アントレプレナー・
モデル」の時期C1990~2001)である。第 4 期は、不況の中で大学の産学連携に対する価値観と取
り組みが活発化し大学発ベンチャーが急増する「トリプルヘリックス・モデル」の時期 (2001~) 
である。以上の考察から、ハイテク産業クラスターの形成のロジックとして①成長イデオロギーが
共有され浸透、②分散された分野からの絶えざるイニシアティブの出現と存在、および③ネットワー
クの開放性と寛容性が導き出される。
ノ、イテク産業クラスターの形成過程について複数主体聞の行為連鎖と知識継承に着目して多面的
に考察を行ったこと、およびシリアル・アントレプレナーたちの個人経歴を丹念に追跡することに
よって彼らを中心としたネットワークが起業家の実践共同体として機能し知識継承とスピンオフ連
鎖を生み出したことを具体的に立証したことは、本研究の大きい貢献として評価に値する。
以上のことから、本論文は博士(経営学)論文として「合格」と判定する。
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